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ホームページお助け隊 カール（吉田和史） 

 



       <進行予定> 
1日目AM 災害と情報活用 
    PM ツイッターの使い方 
2日目AM フェイスブックの使い方 
    PM フェイスブック基本操作 
3日目AM 瀬谷災ボラと情報活用 
    PM ホームページ基本操作 
4日目AM ホームページお助け隊活動 
    AM ホームページ応用操作 



ツイッター～ライフライン 

• 下記の表示か、＜ライフライン＞を選択 



ツイッター～ライフライン 

https://twitter.com/who_to_follow/lifeline 

https://twitter.com/who_to_follow/lifeline


ツイッター～かながわ災害情報ボラ 

https://twitter.com/iksvn119 

https://twitter.com/iksvn119


iKSVN～災害時情報活用 

http://iksvn.jimdo.com 

http://iksvn.jimdo.com/
http://iksvn.jimdo.com/




ツイッターアカウントの作成 

＜twitter＞をグーグル検索    https://twitter.com/  

 メールアドレスに対して１つだけ作成可能  

https://twitter.com/


アカウント情報の設定 

• 時々、変えてみましょう。 

• フェイスブックと投稿連携も可能 



つぶやく（tweet、ツイート） 

• 自分のタイムライン表示 

• 写真や動画の投稿、位置情報など 



つぶやく（tweet、ツイート） 

• 自分のタイムライン表示 

• 写真や動画の投稿、位置情報など 



つながる（フォロー、リツイート） 

• フォローするとタイムラインに表示される。フォロアー返し？ 

• 自分をフォローしているアカウントは＜フォロワー＞ 

• リツイートは自分のフォロアーに拡散（タイムライン表示）される 



つながる（返信、ダイレクトメッセージ） 

• 返事や質問をする （公開なので、慎重に） 

• 相互フォローのみDM可能。 DMはスパムに注意。 





つぶやき検索は強力 

 検索窓から、好きな検索キーワード入力  

 複数キーワードで絞り込み  



ハッシュタグ(#)が合言葉 

 半角（#）＋合言葉の組み合わせ  #iksvn、#図上訓練 

 ハッシュタグで共通の話題を共有できる 



検索結果をスライドショーで 

http://twitroll.com/ 

http://twitroll.com/


リスト（関連するアカウントを登録） 

• 便利ですが・・・  家族、親しい友達、サークルなどで 

• リスト多用より、一般的な検索が現実的 





効果的な情報発信 

• 手間をかけない、拙速でいい。 

• イザというとき、伝える、調べる は慣れたツールで。 

• ツイッター検索で必要な情報を見る。 

• デマ情報も情報の内。嗅ぎ分けるのは日常から。 

・スマホ、ケータイ（モバツイ）が現場で役立つ 

• 写メ活用 （ただし、発災直後は、避ける） 

・共通のツイッターアカウントで運用してみる 

  （家族、組織など 特定の連絡目的） 

・ツイッターのツール(twitroll) http://twitroll.com/ 

http://twitroll.com/


神奈川の防災・減災にどう役立つのか 

• たくさんの人の活動体験の記憶を活かす 

• スマホ時代：ＴｗｉｔｔｅｒやＦacebookとの上手い連携 

 

 

 

• ネットで発信することに慣れる 

• 元気なまちづくりは、発信することから 

• ＫＳＶＮ地域ネットでリニューアル進む 



広域支援・後方支援のこれから 

地域FM等メディア 
行政／社協／災ボラ 

消防団 

情報本部 
情報ボランティア（情報団） 

HP支援のつながり（HPお助け隊） 
ボラ活動のつながり 

一般の人々 
 
 

地域メディア（ローカル紙、FM局）連携、 
公的機関との橋渡し、 
他の地域ネットワークとの連携 

地域FM等メディア 
行政／社協／災ボラ 

消防団 

情報本部 
情報ボランティア（情報団） 

HP支援のつながり（HPお助け隊） 
ボラ活動のつながり 

一般の人々 
 
 

地域FM等メディア 
行政／社協／災ボラ 

消防団 

情報本部 
情報ボランティア（情報団） 

HP支援のつながり（HPお助け隊） 
ボラ活動のつながり 

一般の人々 
 
 

地域FM等メディア 
行政／社協／災ボラ 

消防団 

情報本部 
情報ボランティア（情報団） 

HP支援のつながり（HPお助け隊） 
ボラ活動のつながり 

一般の人々 
 
 

これからは、地域を越える水平なつながりを活用する 



NHKスペシャル～ビッグデータ 

http://www.nhk.or.jp/special/detail/2013/0303/index.html 

http://www.nhk.or.jp/special/detail/2013/0303/index.html


ツイッター発信で被災度を判定 

• 東日本大震災では、沿岸部のつぶやきが皆無 



災害ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、ITだからできるコト 

＜さくらインターネット 松本さんシリーズ＞ 
• http://codezine.jp/article/detail/7193 

http://codezine.jp/article/detail/7193


福島をいかにアーカイブするか 

＜渡邉英徳氏～福島をいかにアーカイブするか＞ 
  http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/1_5_b_3477478.html  

  http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/2_7_b_3507640.html  

http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/1_5_b_3477478.html
http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/1_5_b_3477478.html
http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/1_5_b_3477478.html
http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/1_5_b_3477478.html
http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/2_7_b_3507640.html
http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/2_7_b_3507640.html
http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/2_7_b_3507640.html
http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/2_7_b_3507640.html
http://www.huffingtonpost.jp/hidenori-watanave/2_7_b_3507640.html


参考：言語処理学会（http://www.anlp.jp/abst/vol20/no3.html） 

http://www.anlp.jp/abst/vol20/no3.html


参考：言語処理学会 

2013年9月頃に、下記URLにて、 
ビッグデータ論文特集が投稿されるとのこと 

 https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jnlp/-char/ja 
 

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jnlp/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jnlp/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jnlp/-char/ja


情報活動のマイ道具 
ノートパソコン 

デジカメ 

Tab形wi-fi 
（テザリング形） 

通信カード 
（従来） 

ドコモ携帯 

通信料金とバッテリー消費に留意！ 

電池、充電器 



 

ご清聴ありがとうございました。 


